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コ メ ン ト 一
京大鹿 水 田 忍
池 内氏VJ報告の referencesに出ている,Ikeuchi,Nagata,rviizutani
andNakazawa(preprint)の論文の内容 VC基 づいて ,中性子切賀 U)中(I)倭
力の reactionmatrix elementの momentum dependence の説明か あ
D ,夫 々のFermisurface附近 o'DnとpoTD尚 の interaction_Llatrix
elementsが大 きいこと, 従 ってn-p相関が n及 びpの超流動状態にか 夜
Dの効果 を もつ可能性 が指摘 された｡ (文責 玉垣 )
パルサーの醸射機構について
東 大理 一 丸 節 夫
パルサーの観測結果 の華徴 日)
パルサ ーの轟射機構 を考 える忙あたっ てi重要 と思 われ る観測結果 a)い くつ
か 怒 ,まダ厳選 してみ る｡
(1) 強慶 一カニ星 芸U)パ ルサ ー(NP0552+22)につ いて,距錐 を 1.5
kp占,軸射貌域 uj半径 蟹5XIoT･cmと仮定 すると,輝度温度 (bright-
ness tempera′tur占,Tb)ヤと光度 (luminocity,L) 紘 .それぞれ次表 vj
よ うであるe)0 .･pticaiやⅩ-ray 領域 vj轟射は ,インコヒ 一一レン トな シ
ンク ロトロン編射 o'Dよう夜もので説明するの も幽難 では 覆いが ,radio 領 域
の高い輝度温度 を得 るには ,強 いコヒーレンスを想定 す る必要が ある｡ コヒ-
レン云の有力を源 として,荷竃麗子 の集群 (rbun ching)を仮定 するもU)と ,
不安定性 -メーザー作用 や乱流機構 を ビーに よるものが考 えられ ている｡
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